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ゆたかな心をはぐくむ
128 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権のひろば

学 校
♪

19

人権啓発標語 「『おかしいよ』　言える雰囲気　言う雰囲気」 菊陽中学校　１年　土田　真
ま

由
ゆ
（現在２年生）

　全校児童363人の本校には、体育館の裏に広い畑がありま

す。10月18日に生涯学習課地域コーディネーターの山下英

代さんと学校応援団の内藤静紀さんのご協力の下、５年生が

稲刈りをしました。今回初めて鎌を使って稲を刈る子も多

く、慎重な様子で握った稲の束の上部に鎌を入れる姿が見ら

れました。今後、脱穀や精米などの過程を経て、自分たちで

育てて収穫したお米を食べる際にも、ご協力いただいた２人

をご案内する予定です。今後も地域に開かれた・地域と共に

ある学校作りを推進していきます。

稲刈りをしたよ

　４月８日、ぼくは武蔵ヶ
丘北小学校に転校してきま
した。前にいた学校は沖縄
県の小禄小学校です。近く
にきれいな海があって、楽
しい思い出をたくさんつく
れました。
　初めて武北にきた始業式
の日、みんなの前に立って

自己しょうかいをしました。とってもドキドキしたけ
ど自信を持って言えたのでうれしかったです。武北に
きて、友だちがたくさんふえました。いつも同じ地区
に住んでいる友だちと放課後に遊ぶことを楽しみにし
ています。
　３年生になって新しい学習がたくさん増えました。

たとえば、理科や社会、習字、リコーダー、パソコン
です。むずかしい学習をクラスのみんなときょう力し
て進めていくことがとっても楽しいです。
　理科の「植物を育てよう」では、ヒマワリやホウセ
ンカの葉の大きさをはかったり、葉っぱの数をいち枚
いち枚数えたりして、友だちときょう力して、かんさ
つカードにくわしくまとめることができました。これ
から、新しく学習することにも、わくわくしています。
学校目標の「あいさつ、えがお、思いやり、進んで学ぶ
武北っ子」を忘れずに学校生活を送っていきたいです。

（先生から）新しい学校に来て、不安な事や心配なことがた
くさんあったと思います。直太朗さんの人柄で、
すぐに打ち解けて友だちもたくさんできました
ね。武北ですてきな思い出を作ってください。

「ぼくのドキドキ、わくわく」 武蔵ヶ丘北小学校　３年　釘宮　直
なお

太
た

朗
ろう

友だちときょう力する
ことを大切に

　相談は無料で秘密は固く守られます。事前の予約は
必要ありません。
■日時　12月２日㈪　午前10時～午後３時
■場所　西部町民センター（１階地域センター）
■問い合わせ　人権教育・啓発課　☎（232）2113

特設人権相談のご案内

　12月にはさまざまな人権課題について考える国際的・国内的な日や週間があります。
●12月１日・・・「世界エイズデー」（1988年にＷＨＯ《世界保健機関》がエイズのま
ん延防止と患者・感染者に対する差別・偏見の解消を目的に制定したものです。）
●12月３日・・・「国際障害者デー」（1992年に第47回国連総会において宣言されまし
た。日本では、12月９日を「障害者の日」と定めています。）
●12月10日・・・「世界人権デー」（「世界人権宣言」が採択された日を「世界人権デー」
と定めて加盟国は人権活動を推進するようにしていて、日本では12月４日～10日ま
でを「第71回人権週間」としています。）
●12月10日～16日・・・「拉致問題啓発週間」（2006年６月に「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問
題への対処に関する法律」が施行され、拉致問題への国民の認識を深め、人権侵害の実態の解明とその抑止を
目的としています。）
　「エイズ問題」、「障がい者問題」、「拉致問題」をはじめ「さまざまにある人権課題」に関心を持ちたいと思います。
そして、当事者の声を聞き取り、心を傾け、共に人権が大切にされる社会を作っていきましょう。

武蔵ヶ丘小学校
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について考える12月「人権」大切な


